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１. 前原直樹、千々岩一男：Ι.基本的手技 Ｑ10.採血法の手技のポイントは？ 静脈採血. 

    これだけは知っておきたい 外科Ｑ＆Ａ−研究医からの質問 528−：61-63，2006. 
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  伊藤良則（編）、総 72 頁、メジカルビュー社. 

 

６. 徳留なほみ： Part2 術前または術後化学療法 AC-wPAC.  

  最新化学療法レジメン−乳癌− ：26-27，2006.  

  伊藤良則（編）、総 72 頁、メジカルビュー社. 
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  伊藤良則（編）、総 72 頁、メジカルビュー社. 

 

８. 徳留なほみ： Part3 再発転移治療 VNB+HER.  
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  伊藤良則（編）、総 72 頁、メジカルビュー社. 

 

９．大内田次郎、千々岩一男：２.各論 Ⅶ胆道疾患 ５ 胆道腫瘍. 

  図解消化器内科学テキスト ：402-406，2006. 
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６．Inagaki-Ohara, K., Sasaki, A., Matsuzaki, G., Ikeda, T., Hotokezaka, M., Chijiiwa, K., Kubo, M.,  

  Yoshida, H., Nawa, Y. and Yoshimura, A. : Suppressor of cytokine signalling 1 in lymphocytes regulates  
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７. Takamatsu, Y., Shimada, K., Yamaguchi, K., Kuroki, S., Chijiiwa, K., Tanaka, M.：Inhibition of  
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    reperfusion of rat liver. 

    Digestive Diseases and Sciences 51(3):571-579, 2006.    

 

８. 高橋伸育、島山俊夫、河埜喜久雄、旭吉雅秀、永野元章、千々岩一男：開腹既往暦のない小腸イレウス症 

    例の検討.  

    日本臨床外科学会雑誌, 67(4)：741-745，2006.    

    

９. 永野元章、島山俊夫、高橋伸育、今村直哉、河埜喜久雄、千々岩一男：十二指腸潰瘍穿孔に対する保存的 

  治療法の適応基準と有用性. 

  日本消化器外科学会雑誌，39(6)：643-648，2006. 

 

10. 近藤千博、千々岩一男、甲斐真弘、大内田次郎、前原直樹：肝門部胆管癌と肝門型肝内胆管癌の臨床病態 

  と予後因子の相違. 

    胆道 20(2)：128-134，2006. 
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日本臨床外科学会雑誌 67(2)：293-296，2006. 
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17．Ohuchida, J., Chijiiwa, K., Hiyoshi, M., Kobayashi, K., Konomi, H. and Tanaka, M.：Long-term results  
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  Archives of Surgery 141(11)：1066-1070，2006. 
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１．大内田次郎、千々岩一男、旭吉雅秀、永野元章、甲斐真弘、近藤千博、内山周一郎、盛口清香、浅田祐士 

  郎：胆管癌を合併した膵管内乳頭粘液性腺癌の１切除例． 

 日本消化器外科学会雑誌 39(5)：596-601, 2006. 

  

２．中島真也、江藤忠明、佛坂正幸、甲斐真弘、秋山 裕、千々岩一男：鉄剤により腐蝕性食道潰瘍穿孔を生 

  じた１症例． 

 日本消化器外科学会雑誌 39(2)：147-152, 2006． 

 

３．今村直哉、島山俊夫、末田秀人、河埜喜久雄、春山幸洋、千々岩一男：坐骨ヘルニアの１例． 

 日本消化器外科学会雑誌 39(1)：90-93，2006． 

 

４．高橋伸育、塩月裕範、牧野剛緒、千々岩一男：ステロイド治療により寛解と再燃をきたした自己免疫性膵 

  炎の１例． 

 外科 68(3)：352-356, 2006． 

 

５. 旭吉雅秀、千々岩一男、大内田次郎、甲斐真弘、近藤千博：胆嚢ジスキネジアに対する腹腔鏡下胆嚢摘出 

  術の 1例. 

  胆道 20(2)：224-229，2006. 
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７. 中島真也、千々岩一男、近藤千博、前原直樹、高屋 剛、盛口清香、浅田祐士郎：くり返す肝切除，マイ 
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  日本消化器外科学会雑誌 39(10)：1592-1597，2006. 
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  胸部外科 59(9)：804-808，2006. 

 

10．旭吉雅秀、千々岩一男、大内田次郎、長池幸樹、内山周一郎、甲斐真弘、近藤千博、片岡寛章：胆管への 

  表層進展により再切除した十二指腸乳頭部早期癌の１例. 

  胆道 20(4)：530-536，2006. 
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１．甲斐真弘、千々岩一男：B. 胆道癌 VII.胆道癌の治療 早期胆道癌の治療／胆嚢癌の外科療法：胆嚢癌 

  の肝切除範囲についての理論的根拠． 

  日本臨床 64(1)：493-498, 2006． 

 

２. 近藤千博、千々岩一男：特集/ここまで進んだ内視鏡診断と治療 肝・胆道系の内視鏡を用いた診断と手 

  術 腹腔鏡検査の現状と内視鏡下肝臓切除術.    

    臨床と研究 83(6)：838-842，2006. 

 

３. 甲斐真弘、千々岩一男、大内田次郎、旭吉雅秀、永野元章、今村直哉：特集 手術−ここ 30 年の変化 胆 

    道先天異常の手術. 

    手術 60(10)：1553-1558，2006. 

 

４．徳留なほみ、伊藤良則、畠 清彦：Bevacizumabを用いた乳癌の治療.  
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５．徳留なほみ、伊藤良則：特集 進行再発乳癌の薬物治療 update：進行・再発乳癌治療の現状−２外来化学 

  療法の実際． 

 Medico 37(3)：96-99, 2006． 

 

６．徳留なほみ、伊藤良則：Adjuvant chemotherapy の EBMに基づく有用性．4. 乳癌術後補助化学療法におけ 

 る EBM． 
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  外科 68(4)：392-399，2006. 

 

８．永野元章、島山俊夫、佛坂正幸、近藤千博、千々岩一男：特集：胃・十二指腸潰瘍穿孔に対する治療法の 
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  日本腹部救急医学会雑誌 26(7)：851-854，2006. 

 



９．杉村 宏、山口健一郎、田村正三、甲斐真弘、千々岩一男：B.胆道癌 X.持論：胆道癌診断におけるワー

クステーションの有用性. 

  日本臨床 64(S1)：574-577，2006. 
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１．永井秀雄，二村雄次，税所宏光，千々岩一男，田妻進，跡見裕：Ⅱ.ワーキンググループ研究報告書：画 

  像診断・病型分類 WG． 
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  分担研究報告書：18-23，2006. 
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  厚生労働省科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業 肝内結石症に関する調査研究 平成 17 年度総括・ 
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２．Jimi，SI.，Hotokezaka，M.，Eto，TA.，Maehara，N. and Chijiiwa，K.：Circular Tumor Growth：A Prognostic  
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  16th World Congress of the International Association of Surgeons & Gastroenterologists. 

  May 24-27，2006, Madrid. 

 

３．Chijiiwa，K.：Recent Advances in the Diagnosis and Multidisciplinary Management of Biliary Tree  

  Carcinoma：Surgical Treatment of Biliary Tract and Gall Bladder Carcinoma：Present and Future． 

  16th World Congress of the International Association of Surgeons & Gastroenterologists. 
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４．Chijiiwa，K.：Flash Cases with Biliary Stenosis： 

  16th World Congress of the International Association of Surgeons & Gastroenterologists. 
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５．Chijiiwa, K.：Surgical Treatment Strategy for Carcinoma of the Gallbladder.  

    The 10th Japan-Czech Surgeon’s Symposium. 2006, 10, 21, Kyoto. 

 

６．Uchiyama,S., and Chijiiwa, K.：Enhanced expression of H2RSP (hepatocyte growth factor activator  
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１．永野元章、島山俊夫、今村直哉、高橋伸育、旭吉雅秀、河埜喜久雄、千々岩一男：Press through package

誤飲による S状結腸穿孔の１例． 

 第 42回日本腹部救急医学会総会．2006, 3, 9-10, 東京． 

 

２．矢野公一、島山俊夫、今村直哉、田中俊一、河埜喜久雄、山岡伊智子、千々岩一男：圧縮空気の肛門内誤

射で直腸破裂をきたした１例． 

 第 42回日本腹部救急医学会総会．2006, 3, 9-10, 東京． 

 

３．岩砂里美、太田嘉一、平田 徹、翁長正明、榮福亮三：重症肝膿瘍４症例の検討． 
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４. 大迫智、伊藤良則、高橋俊二、徳留なほみ、岩瀬拓士、霞富士雄：経口 5-FU系抗癌剤の前治療歴を有す 

  る転移乳癌患者における Capecitabine の有効性.  

    第 4回日本臨床腫瘍学会総会. 2006，3，17-18，大阪. 

 

５．千々岩一男、佛坂正幸、近藤千博、甲斐真弘、江藤忠明、日高秀樹、自見政一郎、前原直樹、大内田次郎、

松本耕太郎：サージカルフォーラム(70)「手術一般」：内視鏡外科手術は外科に対する興味を医学生に与え

るか． 

 第 106回日本外科学会定期学術集会．2006, 3, 29-31, 東京． 

 

６．佛坂正幸、自見政一郎、江藤忠明、日高秀樹、前原直樹、松本耕太郎、千々岩一男：クローン病術後の再
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 第 106回日本外科学会定期学術集会．2006, 3, 29-31, 東京． 
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 第 106回日本外科学会定期学術集会．2006, 3, 29-31, 東京． 
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管免疫能の変化． 

 第 106回日本外科学会定期学術集会．2006, 3, 29-31, 東京． 
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  第 31回日本大腸肛門病学会九州地方会. 2006, 11, 25-26, 熊本. 

 

18．佛坂正幸，自見政一郎，日高秀樹，大谷和広，前原直樹，長池幸樹，松本耕太郎，内山周一郎，千々岩一 

  男：パネルディスカッション 1 StageⅣ大腸癌の治療戦略：StageⅣ大腸癌手術症例の検討． 

  第 31回日本大腸肛門病学会九州地方会. 2006, 11, 25, 熊本. 

 

 

 



研究会研究会研究会研究会    

 

１．Nagai,M., Uchiyama,S., Kataoka,H.：Enhanced expression of H2RSP at the invasive front of colon  

  cancers. 

  Educational seminar for young investigators,The 4th Japan GRG/AGA symposium. 2006, 1，20-21，Fukuoka. 

 

２．木梨孝則、谷口智隆、中下沙織、吉山一浩、黒木直哉、岩村威志：外鼠径ヘルニアに対し Kugel 法を施行 

  し、内鼠径ヘルニアとして再発した一症例. 

  第 1回九州ヘルニア研究会．2006，2，18，福岡． 

 

３．甲斐真弘、千々岩一男、長沼志興、近藤千博、大内田次郎、中島真也、永野元章、旭吉雅秀：シンポジウ 

  ム I 膵石治療の病期に応じた適切な治療法の選択：内視鏡的治療か、外科手術か：「膵石治療の現状−非 

  観血的治療（ESWL，内視鏡的）か開腹外科手術か」 膵石症における治療法の選択−体外衝撃波結石破砕 

  療法（ESWL）と膵切除． 

  第 18回日本消化器結石診療研究会．2006, 3, 4, 熊本． 

 

４. 旭吉雅秀：大腸への転移を伴った下部胆管癌の１切除例. 

    第７回宮崎胆膵疾患研究会. 2006，4，14，宮崎. 

 

５．近藤千博、千々岩一男、甲斐真弘、大内田次郎、前原直樹、松本耕太郎：非 B非 C 肝における肝細胞癌術 

  後予後因子の検討． 

  第 42回日本肝癌研究会. 2006, 7, 6-7, 東京. 

 

６．旭吉雅秀、大内田次郎、千々岩一男、甲斐真弘、近藤千博、長井美由紀、片岡寛章：膵内分泌腫瘍との鑑 

  別が困難であった solid variant の漿液性嚢胞腺腫の１切除例. 

  第 14回 21世紀外科セミナー. 2006，7，14，横浜. 

 

７．新名一郎、千々岩一男、近藤千博、高橋伸育、片岡寛章、堀 剛：外傷性肝細胞癌破裂に対し TAE施行し、 

  7 か月後に viable lesion を認め切除した一例． 

  第 28回九州肝臓外科研究会. 2006,7, 22, 北九州. 

 

８．土屋和代、長池幸樹、日高秀樹、佛坂正幸、千々岩一男：Stage Ⅳスキルス胃癌に対して多剤療法で長期 

  間 dormancyが維持できた一例． 

  第 5回宮崎がんフォーラム．2006，7，28，宮崎. 

 

９．日高秀樹、佛坂正幸、松本耕太郎、前原直樹、大谷和広、長池幸樹、内山周一郎、日高淑晶、 

  中島真也、千々岩一男：クローン病における腹腔鏡補助下手術困難例の検討． 

  第 16回九州内視鏡下外科手術研究会. 2006，9，2，佐賀. 

 

10．佛坂正幸、自見政一郎、日高秀樹、千々岩一男：直腸肛門内圧検査が経過観察に有用であった直腸肛門機 

  能障害合併仙骨骨折の 1例． 

  第 12回大腸肛門機能障害研究会. 2006, 9, 2, 東京. 

 

11．岩村威志、黒木直哉、谷口智隆、樋口茂輝、吉山一浩、宮崎貴浩：遠隔転移を伴う大腸癌症例に対する 

    FOLFOX4 治療の経験. 

    第 5回宮崎 BCM 研究会．2006，9，8，宮崎. 

 

12．日高淑晶、千々岩一男、近藤千博、甲斐真弘、大内田次郎、長池幸樹、大谷和広、旭吉雅秀、永野元章： 

  肝細胞癌術後腹水貯留危険因子の検討． 

  第 10回九州肝不全研究会. 2006, 9, 9, 福岡. 

 

 



13．土屋和代、前原直樹、丸塚浩助、川添琢磨、千々岩一男：根治手術時に VPシャント経路変更術を要した 

  乳癌の一例. 

  第 19回宮崎乳腺疾患研究会．2006，10，28，宮崎. 

 

14．日高秀樹、佛坂正幸、前原直樹、中島真也、松田博光、千々岩一男：当科における鏡視下食道癌手術.  

  第 5回宮崎内視鏡外科研究会. 2006，11，2，宮崎 

 

 

発表発表発表発表そのそのそのその他他他他    

 

１．前原直樹：GIST の肝転移に対する積極的外科治療の有用性． 

 宮崎 GIST 学術講演会．2006, 1, 27, 宮崎． 

 

２．甲斐真弘、千々岩一男：肝内結石症再発例の検討． 

 厚生労働省難治性疾患克服研究事業 肝内結石症に関する調査研究班 平成 17 年度第 2 回打ち合わせ会．

2006, 2, 24, 東京． 

 

３．増田好成、田中俊一、森 達哉、柴田伸弘、高屋 剛、江藤忠明、島山俊夫：昨年経験した肝癌破裂の３ 

  例. 

  宮崎県外科医会夏期講演会. 2006，8，4，宮崎. 

 

４．森 達哉、江藤忠明、増田好成、柴田伸弘、高屋 剛、田中俊一、島山俊夫：術前診断し得た魚骨による 

  小腸穿孔の１例. 

  宮崎県外科医会夏期講演会. 2006，8，4，宮崎. 

 

５．錦 建宏、松本耕太郎、千々岩一男、内山周一郎、長池幸樹、大内田次郎、大谷和広、甲斐真弘、近藤千 

  博：肝細胞癌を合併した Budd-Chiari症候群の一例． 

  宮崎県外科医会夏期講演会. 2006，8，4，宮崎.  

 

６．南 史朗、土屋和代、高橋伸育、松本耕太郎、日高秀樹、長池幸樹、内山周一郎、中島真也、千々岩一男： 

  手術を施行した静脈血栓を伴う潰瘍性大腸炎の３例． 

  宮崎県外科医会夏期講演会. 2006，8，4，宮崎. 

 

７．根本 学、谷口智隆、黒木直哉、吉山一浩、岩村威志、秋山 裕：直腸 GIST の１例. 

  宮崎県外科医会夏期講演会. 2006，8，4，宮崎. 

 

８．千々岩一男、甲斐真弘、日高淑晶：閉塞性黄疸における胆汁内、外瘻減黄後の有機イオントランスポー 

  ターの発現変化． 

  厚生労働省難治性疾患克服研究事業肝内結石症に関する調査研究班平成 18 年度第 1回研究打ち合わせ会.  

  2006, 9, 1, 東京. 

 

９．徳留なほみ：ワークショップ テーマ「今受けている治療はこれでいいのか」.  

  あけぼの会秋の大会．2006, 10, 8, 東京. 

 

10．徳留なほみ： 乳がん・女たちの闘い パネルディスカッション：若手乳腺専門医女医さん大集合！「乳 

  がんは女医さんの方が向いているって本当？」.  

  あけぼの会秋の大会．2006, 10, 9, 東京. 

 

11．岩村威志、黒木直哉、谷口智隆、樋口茂輝、吉山一浩、宮崎貴浩：当科における大腸癌症例に対するオキ 

  サリプラチンの使用経験. 

  宮崎エルプラット特別講演会．2006，11，18，宮崎. 

 



12．徳留なほみ監修：2006 年サンアントニオ乳がんシンポジウムウェブ速報（ウェブサイト Clinical  

  Newswire.com (http://www.clinicalnewswire.com/)予定）.2006，12，14-17，サンアントニオ. 

 

 

講演講演講演講演    

 

１．徳留なほみ： 

  平成 17 年度第 2回東京都多摩がん検診センター マンモグラフィ読影講習会．2006，1，28-29，東京. 

 

２．徳留なほみ：乳がんと自己検診法． 

  乳がんを予防しよう～知識と自己検診法．2006，3，2，東京． 

 

３．佛坂正幸：クローン病の外科治療〜腸管病変と肛門病変〜． 

 都城市北諸県郡医師会外科医会．2006, 3, 16, 都城． 

 

４．佛坂正幸：大腸癌の遺伝性と大腸癌検診． 

 平成 17 年大腸がん検診担当者・保健師合同会議．2006, 3, 24, 宮崎． 

 

５．徳留なほみ：第 1回 乳癌の術後薬物療法と再発治療の考え方.  

  第 18回癌領域薬剤師研究会 2006，5，2，東京. 

 

６．徳留なほみ：乳がん 最新の治療と自己検診法． 

  ねりま健康づくり道場講座. 2006，5，25，東京. 

 

７．千々岩一男：進行胆嚢癌に対する外科治療：現状と問題点. 

  第 11回別肝胆膵フォーラム．2006，7，4，別府. 

 

８．Chijiiwa，K.：Treatment Strategy for Gall Bladder Cancer. 

  Indian Association of Surgical Gastroenterology(IASG)： A Section of the Association of Surgeons  

  of India(ASI). 2006, 10, 5-8, Lucknow. 

 

９．徳留なほみ：転移・再発乳癌診療に関する経験〜ナベルビンでの治療を中心にして〜 . 

  乳癌治療に関する学術講演会．2006，10，9，長野. 

 

10．徳留なほみ：「乳がんの再発・転移における最新治療〜ゾメタとフェマーラ」.  

  第 5回 With You in Tokyo ．2006，11，18，東京. 

  

 


